
令和２年中における安全運転管理者等選任事業所の交通事故発生状況 

１ 県内の発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概略 

令和２年中の安管選任事業所従業員に係る交通事故は、令和元年に比べ発生件数はマイナス

18.6 パーセント、負傷者数もマイナス 22.6 パーセントと大幅に減少していますが、重傷者だ

けが 13.7 パーセント増加しています。また、令和２年中の死者数は 10人と、昨年同期に比べ

マイナス 6人ですが、死者のすべてが高齢者で、内 8人（80.0％）が歩行者という、顕著な傾

向が現れています。高齢歩行者の死亡事故が多発しているのは、日没から早朝までの時間帯で

すので、細心の注意と思いやり運転に心がけてください。 

２ 死傷者の状態別 

  死傷者の状態別では、四輪車乗車中が最も多く 711 人（55.2％、前年比－308 人）、次いで自

転車の 274 人（21.3％、前年比－43 人）、歩行者は 157 人（12.2％、前年比－26 人）でした。

令和２年中の死者は 10 人ですが、内 8 人が歩行者でしたので歩行者保護の徹底をお願いしま

す。 
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１ 本資料は、千葉県内で発生した安全運転管理者選任事業所、又は運転代行業（以下「安管

事業所」といいます。）の従業員が業務中又は通勤中に関係した人身事故を抽出・分析したも

のです。物件事故（人の死傷を伴わない事故）の数値は含まれていません。 

２ 本資料には、他県の安管事業所の従業員が起こした事故の数値が含まれていますが、本県

の安管事業所の従業員が他県で起こした事故の数値は含まれていません。 

 

令和２年 令和元年 増減数 増減率 令和２年 令和元年 増減数 増減率

112 139 -27 -19.4 1,108 1,362 -254 -18.6

日の出１時間後 12 9 3 33.3 70 57 13 22.8

そ　の　他　昼 54 58 -4 -6.9 684 821 -137 -16.7

日の入１時間前 3 13 -10 -76.9 61 97 -36 -37.1

昼　　　計 69 80 -11 -13.8 815 975 -160 -16.4

日の入１時間後 11 15 -4 -26.7 99 120 -21 -17.5

そ　の　他　夜 31 33 -2 -6.1 168 240 -72 -30.0

日の出１時間前 1 11 -10 -90.9 26 27 -1 -3.7

夜　　　計 43 59 -16 -27.1 293 387 -94 -24.3

1 1 0 0.0 10 16 -6 -37.5

134 172 -38 -22.1 1,278 1,651 -373 -22.6

10 10 0 0.0 116 102 14 13.7

124 162 -38 -23.5 1,162 1,549 -387 -25.0
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３ 第１当事者の運行目的 

 

 

 

 

 

 

 

   業務中の事故が 459 人（41.4％、前年比－175 人）と大幅に減少したのに対し、通勤途中は

649 人（58.6％、同－79 人）、とわずかな減少にとどまっています。通勤中の事故割合が高ま

っていますので、余裕を持った出勤をするとともに、帰宅時は一層注意力を高めた運転をして

ください。 

４ 第１当事者の免許経験年数 

  第１当事者の免許取得経過年数別では、経過年数 10 年以上の者が 842 人（76.0％、前年比 

－169 人）と最も多く、次いで 5 年以上 10 年未満の者が 141 人（12.7%、同－11 人）でした。

1年未満から 5年未満の者の合計は 121 人（10.9％、同－78 人）でした。運転経験の少ない従

業員に対する安全教育はもとより、ベテラン従業員に対してもきめ細かい安全教育が必要です。 

５ 第１当事者の年齢層 

  第１当事者は 40 歳代 252 人（22.7%）、50 歳代 222 人（20.0%）の比率が高くなっています。

高齢者（65 歳以上）は 122 人（11.0%）と構成率は５位ですが、雇用の絶対数から考えれば、

高齢者層が第 1当事者になる比率は高いと言えます。 
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６ 第１当事者の違反・原因別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  事故原因は、前方不注意、動静不注視、運転操作不適、安全不確認などの安全運転義務違反

が計 993 件で事故原因の 89.6％を占めています。①交差点や横断歩道付近では確実に前方左右

の安全確認を行う、②運転中は運転に集中して考え事や脇見をしない、という安全運転の基本

を徹底してください。また、速度超過を直接の原因とする事故は発生していませんが、衝突時

の速度が高ければ当然、重大事故につながりやすくなります。重傷者数は昨年同期に比べ 13.7

パーセント増加していますので、速度の管理にも取り組んでください。 

７ 事故類型 

（１） 人対車両（計 152 件） 

      

 

 

 

 

 

横断歩道横断中の歩行者は最も保護されるべき交通パートナーですが、人対車両事故では 

横断歩道横断中の事故が 69 件（前年比－1件）と最も多くなっています。右折または左折し

て横断歩道を通過する際には歩行者を見落としやすいので、ゼブラストップ運動（横断歩道

における歩行者優先）の励行を心掛けてください。 

（２）車両相互（計 952 件） 

 

 

 

 

 

 

 

追突の 383 件（全事故の 34.6％、前年比－135 件）が最も多く、次いで多いのが出会い頭の   

265 件（全事故の 23.9％、同－70 件）です。出会い頭事故は重大事故に発展する可能性が高い

ので、見通しの悪い交差点における徐行・停止と左右の安全確確認の徹底をお願いします。 
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（３）車両単独（4 件） 

 

 

 

 

 

 

  令和２年中の車両単独事故は４件で、前年比－9件です。 

８ 時間帯別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  時間帯別で最も多かったのは、6時から 8時までの 242 件（21.8％、前年比±0件）でした。

また、6 時から 10 時までの時間帯に 411 件 37.1％、16 時から 20 時までの時間帯に 307 件、

27.7％の事故が発生しています。安管事業所における事故の 58.6％が通勤中に発生しているこ

とが、朝夕の通勤時間帯における事故多発の一つの要因になっていると考えられます。従業員

の通勤中における事故防止も安全運転管理者の重要な業務ですので、十分な対策を取ってくだ

さい。 

９ 道路形状別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  道路形状別では、交差点及び交差点付近の事故が合わせて 735 件（66.3％、前年比－69 件）

で、事故の 6割以上が交差点及び交差点付近で発生しています。単路（直線）の事故が 289 件

（26.1％、同－174 件）と高い比率を占めているのは、事故類型で最も多い追突事故（34.6％）

の多くが単路（直線）で発生しているためと考えられます。 
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10 道路別 

  道路別では、市町村道が最も多く 567 件（51.2％、前年比－123 件）、次いで県道が 257 件

（23.2％、同－19 件）、国道が 231 件（20.9％、同－77 件）でした。 

11 死傷者の年齢層別 

  死傷者の年齢層で多かったのは、40 歳代の 256 人（19.9％、前年比－77 人）、次いで 50 歳

代の 230 人（17.9％、同－45 人）、30 歳代の 217 人（16.9％、同－69 人）でした。高齢者は 191

人（14.8％、前年比－86 人）と大きく減少していますが、死者 10 人は全て高齢者で、他の年

齢層の死者はいません。引き続き高齢者保護を重点とした事故防止対策をお願いします。 

12 シートベルト・ヘルメット着用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   四輪車の死傷者の内、シートベルトを着用していたのは 684 人（96.2％）、非着用は 27 人

（3.8％）でした。二輪車の死傷者の内、ヘルメットを着用していたのは 144 人（100％）、非着

用はいませんでした。 
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